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貸
出
期
間
は
２
週
間
で
す
。

　

期
間
▼
７
月
１
日
㈪
～
９
月
１
日
㈰

　

問
合
せ
詩
市
立
図
書
館
☎
771
―
０
３
０

３
　

次
の
期
間
、
川
田
谷
分
室
を
午
前
中
か

ら
開
館
し
ま
す
。

　

開
館
日
▼
７
月
23
日
㈫
、
24
日
㈬
、
25

日
㈭
、
26
日
㈮
、
30
日
㈫
、
８
月
20
日
㈫
、

21
日
㈬
、
22
日
㈭
、
23
日
㈮
、
27
日
㈫
、

④
工
事
施
工
前
の
現
況
写
真
お
よ
び
案
内

図⑤
前
年
度
分
の
市
町
村
税
納
税
証
明
書

（
税
務
課
で
発
行
）

　

申
請
書
は
、
環
境
課
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
付
▼
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
の
間
に
、
環
境
課
ま
で
関
係
書

類
を
持
参
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。
先

着
順
に
受
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
予
算
の
範
囲
を
超
え
た
場
合
は

締
め
切
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
環
境
課

　

坂
田
東
高
齢
者
等
借
上
型
市
営
住
宅

（
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ホ
ー
ム
）
に
つ
い
て
、

退
去
者
が
出
た
場
合
の
入
居
補
欠
者
を
募

集
し
ま
す
。

　

申
込
み
▼
７
月
24
日
㈬
～
31
日
㈬（
土
・

日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
）
建
築
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

所
在
地
▼
坂
田
東
３
︱
20
︱
１

　

間
取
り
▼
２
Ｄ
Ｋ

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
７
月
17
日
㈬
～
31

日
㈬
ま
で
の
間
、
市
役
所
、
分
庁
舎
、
東

部
連
絡
所
、
駅
西
口
連
絡
所
で
配
布
さ
れ

る
﹁
募
集
案
内
﹂を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
建
築
課

　

市
で
は
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
、

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
高

効
率
給
湯
器
の
設
置
者
に
、
そ
の
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

︻
補
助
金
申
請
資
格
︼

①
市
内
の
住
宅
（
既
存
住
宅
お
よ
び
新
築

す
る
住
宅
）
を
所
有
す
る
人

②
前
年
度
分
の
市
町
村
税
を
完
納
し
て
い

る
人

③
設
置
す
る
建
築
物
の
敷
地
、
建
築
物
な

ど
に
都
市
計
画
法
お
よ
び
建
築
基
準
法
の

違
反
が
な
い
人

④
当
該
年
度
の
３
月
10
日
ま
で
に
工
事
が

完
了
で
き
る
人

⑤
申
請
後
、
設
置
工
事
に
着
手
す
る
人

⑥
同
一
世
帯
で
同
一
建
築
物
に
対
す
る
補

助
金
の
交
付
は
、
一
機
器
と
な
り
ま
す
。

︻
補
助
対
象
と
な
る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
お
よ
び
補
助
金
額
︼

①
電
力
会
社
の
低
圧
配
電
線
と
逆
潮
流
の

　

児
童
館
は
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
耐
震

補
強
工
事
の
た
め
、
平
成
26
年
３
月
31
日

ま
で
休
館
し
て
お
り
ま
す
が
、
７
月
か
ら

は
さ
く
ら
フ
レ
ン
ド
（
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
）
２
階
和
室
で
実
施
し
ま
す
。

　

と
き
▼
７
月
３
日
㈬
～
平
成
26
年
２
月

28
日
㈮
ま
で
の
水
・
金
曜
日　

午
前
９
時

30
分
～
午
後
４
時
30
分
（
正
午
～
午
後
１

時
は
昼
休
み
）

　

と
こ
ろ
▼
さ
く
ら
フ
レ
ン
ド
（
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
）

　

詳
し
く
は
詩
保
育
課

　

７
月
29
日
㈪
お
よ
び
30
日
㈫
は
、
公
的

個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
認
証
局
の
電
子
証
明

書
発
行
・
失
効
サ
ー
ビ
ス
が
停
止
し
ま
す
。

　

こ
の
期
間
は
、
窓
口
で
の
電
子
証
明
書

の
発
行
お
よ
び
失
効
業
務
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。　

　

詳
し
く
は
詩
市
民
課

あ
る
系
統
連
結
を
し
て
い
る
こ
と
。

②
太
陽
電
池
容
量
が
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満

の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
。

③
電
力
会
社
と
電
灯
契
約
を
締
結
し
て
い

る
こ
と
。

④
未
使
用
品
で
あ
る
こ
と
。

⑤
住
宅
の
屋
根
お
よ
び
屋
上
へ
の
設
置
に

適
し
て
い
る
こ
と
。

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
補
助
金
額
は
、

構
成
す
る
太
陽
電
池
容
量
の
最
大
出
力
値

（
単
位
は
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
し
、
小
数
点
以

下
第
１
位
は
切
り
捨
て
る
。）
に
２
万
円

を
乗
じ
た
額
と
し
、
７
万
円
が
限
度
と
な

り
ま
す
。

︻
補
助
対
象
と
な
る
高
効
率
給
湯
器
お
よ

び
補
助
金
額
︼

①
Ｃ
Ｏ
２
冷
媒
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
器

（
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
）
３
万
円

②
潜
熱
回
収
型
給
湯
器
（
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
、

エ
コ
フ
ィ
ー
ル
）
２
万
円

③
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
給
湯
器
（
エ
コ
ウ
ィ

ル
）５
万
円

④
家
庭
用
燃
料
電
池
（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）

５
万
円

　

申
請
方
法
▼
補
助
金
交
付
申
請
書
に
次

の
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
経
費
の
内
訳
が
記
載
さ
れ
て
い
る
工
事

請
負
契
約
書
ま
た
は
見
積
書
の
写
し

②
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
最
大
出
力
が

確
認
で
き
る
書
類
の
写
し

③
高
効
率
給
湯
器
は
、
機
器
の
仕
様
お
よ

び
規
格
が
判
別
で
き
る
書
類
の
写
し

桶
川
市
住
宅
用
新
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
器
設
置
費
補
助
制
度
の
ご
案
内

児
童
館
休
館
中
の
代
替
施
設
に

つ
い
て

　

と
き
▼
７
月
24
日
㈬
午
後
２
時

　

と
こ
ろ
▼
分
庁
舎
会
議
室
１

　

教
育
委
員
会
定
例
会
を
傍
聴
希
望
の
人

は
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
会
場
の

都
合
で
人
数
を
制
限
す
る
場
合
は
、
ご
了

承
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
次
回
の
教
育
委
員
会
は
、
８
月

21
日
㈬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
教
育
総
務
課

桶
川
市
教
育
委
員
会
第
７
回
定
例
会

　

青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

課
題
図
書
お
よ
び
埼
玉
県
夏
休
み
す
い
せ

ん
図
書
に
つ
い
て
は
、
夏
休
み
に
向
け
て

予
約
・
貸
出
が
集
中
す
る
た
め
、
毎
年
、

利
用
冊
数
の
制
限
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
か
ら
、
多
く
の
人
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
、
予
約
取
置
き
期
間
を
１

週
間
と
し
ま
す
。

　

貸
出
冊
数
・
予
約
冊
数
は
２
冊
ま
で
、

28
日
㈬
、
29
日
㈭
、
30
日
㈮
、
31
日
㈯

　

開
館
時
間
▼
午
前
9
時
30
分
～
午
後
4

時
30
分　

　

詳
し
く
は
詩
市
立
図
書
館
☎
771
―
０
３

０
３

　

駅
東
口
駅
前
広
場
お
よ
び
駅
東
口
通
り

線
の
整
備
を
は
じ
め
、
駅
東
口
周
辺
地
区

の
整
備
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
現
地
事

務
所
を
開
設
し
、
駅
東
口
整
備
推
進
課
が

移
転
し
ま
し
た
。

　

所
在
地
▼
寿
１
︱
６
︱
17

　

受
付
時
間
▼
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を

除
く
）

　

問
合
せ
詩
駅
東
口
整
備
推
進
課
☎
783
―

２
５
２
６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
776
―
３
２
１
８

　各地の予選を勝ち抜いた県南各市町の少年野球チームが集う大会
が、今年は桶川市で開催されました。始球式を務めることとなり、
元野球少年の私にとって大変嬉しい出来事でした。
　私の少年時代といえば、なんと言っても野球が男の子の定番の遊
びでした。放課後、家にランドセルを置くやバットとグローブを持っ
て空き地に直行しました。近所の子も、知らなかった子も、上級生・
下級生も関係なくみんなが一緒になって、暗くなるまで遊んでいた
のを覚えています。今思えば、親にとっては近くに安心して子ども
を遊ばせられる場所があり、子どもたちにとっても一緒に遊ぶこと
でみんなが友達になれた、いい時代だったように思います。
　さて、大会の決勝戦は両チーム譲らず一点を争う試合でした。お
互いを信頼し合った連係プレーが続出する中、二死満塁のピンチの
場面では、選手、監督、コーチ、保護者やベンチ皆の心が一つにな
り、会場の空気も最高潮にヒートアップ。見事ピンチを切り抜けると、
興奮と感動のあまり涙を浮かべる保護者の姿もあるほどでした。私
も選手の一生懸命な姿に大きな感動を覚えました。
　その一方で今大会では、試合会場の分散化とグランドコンディ
ション等の面で大会関係者には大変ご苦労をおかけしました。グラ
ウンド整備の必要性を強く感じた一日でもありました。

桶川市長　小 野 克 典

　 動 報 告

「全国小学生軟式野球大会県南予選大会の始球式を務めました」

市長元気通信 かつ
どう ほう こく

vol.2

﹃
桶
川
市
坂
田
東
高
齢
者
等
借
上
型

市
営
住
宅
﹄
の
入
居
補
欠
者
募
集

電
子
証
明
書
発
行
・
失
効
サ
ー
ビ
ス

の
停
止
に
つ
い
て

情報
ステーション

OKEGAWA
Information Station
７月

﹁
都
市
整
備
部
分
室
駅
東
口
整
備
推

進
事
務
所
﹂
を
開
設
し
ま
し
た

課
題
図
書
・
埼
玉
県
す
い
せ
ん
図
書

に
つ
い
て

市
立
図
書
館
川
田
谷
分
室
を

臨
時
開
館
し
ま
す
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Ｏ
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坂
田
西
特
定
土
地
区
画
整
理
組
合
か
ら
、

新
た
な
保
留
地
を
公
売
中
で
す
。
最
新
の

保
留
地
公
売
情
報
に
つ
い
て
は
、
坂
田
西

特
定
土
地
区
画
整
理
組
合
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
詩
坂
田
西
特
定
土
地
区
画
整
理
組

合
☎
728
―
２
３
３
３

　

５
月
１
日
付
け
で
、
桶
川
市
精
神
障
害

者
家
族
相
談
員
（
任
期
２
年
）
と
し
て
、

次
の
人
が
市
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

相
談
員
は
、
精
神
障
害
者
や
ご
家
族
の

生
活
や
医
療
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
詩
障
害
福
祉
課

情
報
公
開
制
度
と
は
・
・
・

　

市
が
持
っ
て
い
る
公
文
書
を
市
民
の
皆

さ
ん
の
請
求
に
よ
り
公
開
す
る
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
の
目
的
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

市
の
仕
組
み
や
仕
事
の
内
容
を
見
て
い
た

だ
き
、
公
正
で
開
か
れ
た
市
政
の
推
進
と

市
民
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
で
す
。

○
回
収
箱
に
は
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
以
外
の

も
の
を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。（
袋
や

箱
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
）

○
電
池
は
回
収
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
入
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
詩
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

合
案
内
）、
分
庁
舎
（
総
務
課
）
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

申
込
み
・
問
合
せ
詩
総
務
課

　

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
お
よ
び
リ
サ

イ
ク
ル
を
推
進
す
る
た
め
、
プ
リ
ン
タ
ー

メ
ー
カ
ー
６
社
（
ブ
ラ
ザ
ー
㈱
、
キ
ャ
ノ

ン
㈱
、
デ
ル
㈱
、
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
㈱
、

日
本
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
・
パ
ッ
カ
ー
ド
㈱
、

レ
ッ
ク
ス
マ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

㈱
）
が
共
同
で
実
施
す
る
、﹁
イ
ン
ク
カ
ー

ト
リ
ッ
ジ
里
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
３
箇
所
に
﹁
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ

ジ
里
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

回
収
箱
﹂
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

回
収
さ
れ
た
使
用
済
み
イ
ン
ク
カ
ー
ト

リ
ッ
ジ
は
、
様
々
な
用
途
で
有
効
利
用
さ

れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

設
置
場
所
▼
本
庁
舎
、
分
庁
舎
、
環
境

セ
ン
タ
ー

︻
注
意
事
項
︼

○
里
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
画
企
業
（
６

社
）
に
お
い
て
、
高
度
な
リ
サ
イ
ク
ル
処

理
を
行
う
た
め
、
回
収
箱
に
は
、
６
社
の

純
正
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

○
著
し
い
破
損
品
、
改
造
品
は
リ
サ
イ
ク

ル
の
障
害
に
な
る
た
め
、
回
収
箱
に
は
入

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

交
通
安
全
功
労
者
表
彰
受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

次
の
方
は
、
長
年
に
わ
た
る
交
通
安
全

の
推
進
に
お
け
る
多
大
な
功
績
が
認
め
ら

れ
、
関
東
管
区
警
察
局
長
、
関
東
交
通
安

全
協
会
連
合
会
会
長
連
名
に
よ
る
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
詩
安
心
安
全
課

　

育
児
休
業
な
ど
を
取
得
す
る
職
員
の
代

わ
り
に
業
務
を
行
う
、
任
期
付
職
員
の
登

録
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

試
験
日
▼
８
月
７
日
㈬

　

受
付
期
間
▼
︻
持
参
︼
７
月
８
日
㈪
～

30
日
㈫
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）︻
郵
送
︼
７
月

８
日
㈪
～
26
日
㈮
消
印
有
効

　

職
種
▼
事
務
職
（
一
般
）、
保
育
士
職

　

試
験
内
容
▼
作
文
お
よ
び
面
接

　

そ
の
他
▼
詳
細
は
、
受
験
案
内
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
受
験
案
内
は
、
本
庁
舎
（
総

桶川市交通指導員交友会

会長　相馬　誠一さん

　

桶
川
祇
園
祭
祭
典
委
員
会
に
よ
る
恒
例

の
＂
桶
川
祇
園
祭
＂
が
７
月
15
日（
月
・

祝
）・
16
日
㈫
（
午
後
３
時
～
９
時
）
の

二
日
間
行
わ
れ
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
後

の
復
興
を
祈
り
つ
つ
、
桶
川
の
元
気
な
力

を
発
揮
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
間
、
次
の
図
の
と
お
り
交
通
規
制

が
行
わ
れ
、
午
後
３
時
か
ら
10
時
（
一
部

区
間
は
午
後
３
時
～
６
時
）
が
全
面
車
両

通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

バ
ス
の
迂
回
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
祭
り
会
場
で
の
ご
み
の
分
別
に

つ
い
て
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

問
合
せ
詩
産
業
観
光
課

育
児
休
業
等
代
替
職
員
の
登
録
試
験

の
お
知
ら
せ

使
用
済
み
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の

回
収
に
つ
い
て

恒
例
の
桶
川
祇
園
祭
～
７
月
1₅
日・

1₆
日
は
中
山
道
が
歩
行
者
天
国
に
～

　
～
日
本
の
絆
～

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の

お
知
ら
せ

　

７
月
10
日
㈬
か
ら
８
月
２
日
㈮
ま
で
全

国
の
宝
く
じ
売
り
場
で
﹁
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
宝
く
じ
﹂
と
﹁
２
０
０
０
万
サ
マ
ー
﹂

を
同
時
販
売
し
ま
す
。
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
の
賞
金
は
、
１
等
・
前
後
賞
合
わ

せ
て
５
億
円
、
２
０
０
０
万
サ
マ
ー
の
賞

金
は
、
１
等
２
０
０
０
万
円
で
す
。

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の

明
る
く
住
み
よ
い
街
づ
く
り
な
ど
の
た
め

に
使
わ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
︵
公
財
︶
埼
玉
県
市
町
村

振
興
協
会
☎
822
―
５
０
０
４

平
成
₂4
年
度
情
報
公
開
制
度
と
個
人
情

報
保
護
制
度
の
利
用
状
況
の
お
知
ら
せ

個
人
情
報
保
護
制
度
と
は
・
・
・

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
自
分
の
情
報
を
見
た

い
と
き
の
﹁
開
示
を
求
め
る
権
利
﹂、
事

実
と
異
な
る
記
載
が
あ
る
と
き
の
﹁
訂
正

を
求
め
る
権
利
﹂
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
個
人
情
報
の
適
切
な
取
り
扱

い
に
つ
い
て
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
権
利
利

益
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

詳
し
く
は
詩
情
報
推
進
課

精
神
障
害
者
家
族
相
談
員
を
委
嘱

し
ま
し
た

坂
田
西
特
定
土
地
区
画
整
理
組
合
保

留
地
公
売
の
ご
案
内

桶中 市役所

西口

桶
川
小

銀行

　この間は、 中山道 酒屋
　午後３時 銀 本
　　～６時まで 行 部
　交通規制

国道１７号

〒

べ
に
花
陸
橋

富
士
見
通
り
線

至上尾
東口

桶川駅
至北本

終日、駅西口の発着となります。

※ 　交通規制区間（通行止）
※ 駅東口のバス停は利用することができません。

 
 

規制図

区 　 　 分 件 　 数

個人情報開示請求 １１

決
定
状
況

開 示  ５

部 分 開 示   １

不 開 示   ４

取 下 げ １

２　個人情報保護制度の利用状況
　 　 （平成２４年４月１日～平成２５年３月３１日）

※開示率：60.0％（部分開示を含む。）
　なお、不開示となった４件は、対象となる文書
が存在しなかったためによるものです。

大前建子さん
末広在住

☎728-2639

島村直子さん
上日出谷在住
☎728-8161

（芽生えの会）

（インクカートリッジ回収箱）

区 　 　 分 件 　 数

公文書の公開請求
（任意的公開申出を含む。） １３９

決
定
状
況

公 開   ５１

部 分 公 開   ５８

非 公 開   ３０

取 下 げ ０

１　情報公開制度の利用状況
　 （平成２４年４月１日～平成２５年３月３１日）

※公開率：78.4％（部分公開を含む。）
　なお、非公開となった30件のうち29件は、対象と
なる文書が存在しなかったためによるものです。

「県道川越栗橋線」４車線化のお知らせ
　県道川越栗橋線（滝の宮線）の４車線化を７月中に予定しております。
４車線化に伴い、中央分離帯が設置され、交通経路が図のように変わ
りますので、ご注意ください。
　問合せ至下日出谷東特定土地区画整理組合☎787―５７３５
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OKEGAWA Information Station

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市役所 緯786-3211
鯖786-9866

桶川市
教育委員会

緯728-4111
鯖728-7353

桶川市保健
センター

緯786-1855
鯖786-0096

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

申
請
時
に
必
要
な
も
の

○
生
計
中
心
者
の
健
康
保
険
証

○
生
計
中
心
者
の
振
込
先
が
わ
か
る
も
の

○
印
鑑
（
認
印
）

☆
平
成
25
年
度
所
得
証
明
書

（
平
成
25
年
１
月
１
日
に
桶
川
市
に
住
所

が
な
か
っ
た
場
合
の
み
）

☆
児
童
が
属
す
る
世
帯
全
員
の
住
民
票

（
児
童
が
別
の
市
区
町
村
に
住
民
票
が
あ

る
場
合
の
み
）

※
そ
の
他
の
書
類
が
必
要
な
場
合
も
あ

り
ま
す
。

児
童
手
当
の
お
知
ら
せ

詳
し
く
は
詩
こ
ど
も
支
援
課

　

児
童
手
当
は
、
家
庭
な
ど
に
お
け
る
生

活
の
安
定
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
次
代

の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
や
か
な
成
長
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
手
当
を
支

給
す
る
も
の
で
す
。

　

支
給
対
象
者
▼
中
学
校
卒
業
ま
で
（
15

歳
の
誕
生
日
後
の
３
月
31
日
ま
で
）
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
親
な
ど

　

支
払
時
期
▼
２
月
・
６
月
・
₁₀
月
に
そ

れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
を
支
給

　

申
請
方
法
▼
手
当
の
支
給
を
受
け
る
た

め
に
は
、
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
親
な

ど
が
、
認
定
請
求
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
出
生
や
転
入
な
ど
に
よ
り
受
給
資
格

が
生
じ
た
場
合
、
15
日
以
内
に
認
定
請
求

す
れ
ば
、
出
生
や
転
入
な
ど
の
日
の
属
す

る
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
以
降
に
認
定
請
求
し
た
場
合
に
は
、
認

定
請
求
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と

な
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
人
は
、
勤
務
先
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

こ
の
大
会
は
、
障
害
者
の
多
様
な
ス

ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
参
加
機
会
の
拡
大
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
大
会
で
す
。

　

と
き
▼
９
月
29
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～

午
後
３
時
00
分
（
午
前
８
時
に
バ
ス
に
て

市
役
所
出
発
）

　

と
こ
ろ
▼
熊
谷
ス
ポ
ー
ツ
文
化
公
園

　

申
込
み
▼
電
話
ま
た
は
直
接
（
７
月
16

日
㈫
ま
で
）。
た
だ
し
、
種
目
に
よ
り
障

害
の
内
容
、
年
齢
な
ど
の
制
限
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
バ
ス
の
乗
車
人
数
に
制
限
が

あ
る
た
め
、
選
考
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

詳
し
く
は
詩
障
害
福
祉
課

　

桶
川
北
本
伊
奈
地
区
医
師
会
立
准
看
護

学
校
で
は
、
准
看
護
学
生
を
一
般
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

募
集
人
員
▼
35
人

　

願
書
受
付
▼
11
月
11
日
㈪
～
25
日
㈪
消

印
有
効

　

試
験
日
▼
11
月
30
日
㈯
※
一
次
募
集
で

定
員
に
満
た
な
か
っ
た
場
合
は
二
次
募
集

を
し
ま
す
。

准
看
護
学
生
募
集

　

試
験
会
場
▼
桶
川
北
本
伊
奈
地
区
医
師

会
立
准
看
護
学
校

　

受
験
科
目
▼
現
代
国
語
・
一
般
常
識
問

題
・
小
論
文
・
個
人
面
接

　

合
格
発
表
日
▼
12
月
３
日
㈫
午
前
11
時

　

願
書
請
求
▼
当
校
所
定
の
入
学
願
書
は

窓
口
に
て
一
部
１
︐
０
０
０
円
で
販
売
し

て
お
り
ま
す
。
郵
送
希
望
者
は
郵
送
料

（
切
手
140
円
分
）
と
願
書
代
（
定
額
小
為

替
１
︐
０
０
０
円
分
）
を
同
封
し
、
封
書

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

　

学
校
説
明
会
▼
８
月
１
日
㈭
、
２
日
㈮

10
月
１
日
㈫
午
前
10
時
か
ら
※
電
話
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
事
前
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

問
合
せ
詩
桶
川
北
本
伊
奈
地
区
医
師
会

立
准
看
護
学
校
☎
592
―
８
９
２
６

放
送
大
学

1₀
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
25
年
度
第
2
学

期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の

大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方

が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま

す
。

　

出
願
期
間
▼
８
月
31
日
㈯
ま
で

　

問
合
せ
詩
放
送
大
学
埼
玉
学
習
セ
ン
タ

ー
☎
650
―
２
６
１
１

﹁
平
成
₂₅
年
度
彩
の
国
ふ
れ
あ
い
ピ
ッ

ク
秋
季
大
会
︵
第
₂₆
回
県
民
総
合
体
育

大
会
兼
第
1₂
回
埼
玉
県
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
︶﹂の
開
催
に
つ
い
て

★ 交通事故統計 ★
─桶川市内の人身事故─

（毎年１月からの累計）

平成₂₅年
₄月末

平成₂₄年
₄月末

対前年
同月比

件　　数 110件 116件 ⊖６件

死 者 数 ０人 ０人 ０人

負傷者数 133人 142人 －９人

点滅で　止まれる君は　金メダル

　とき▶７月21日㈰午後１時30分～４
時30分
　ところ▶上尾市市民活動センター（上
尾駅東口前　プラザ館３階）
　申込み▶電話またはＦＡＸ
　主催▶ＮＰＯ法人埼玉老後安心セン
ター
　詳しくは至ＮＰＯ法人埼玉老後安心
センター☎782⊖6514、FAX782⊖6612

成年後見制度の無料相談会

市職員を募集します
第１次試験日 ９月２２日㈰

申 込 期 間
郵送：８月１日㈭～１１日㈰消印有効
持参：８月１２日㈪～１９日㈪　午前8時30分～
　　　午後5時15分　（土・日を除く）

職 種
採用予定人数

事務職【一般】　６人
事務職【一般】（身体障害者対象）　２人
保育士職　１人
保健師職　２人

受験資格
【共通】　　　　　　　　
・学校教育法による大学、短期大学もしくは高等学校を卒業または　
卒業見込みの人
・日本国籍を有する人（保育士職は除く）

事 務 職
【 一 般 】

大学卒⇒昭和６１年４月２日以降生まれた人
短大卒⇒昭和６３年４月２日以降生まれた人
高校卒⇒平成２年４月２日以降生まれた人

事 務 職
【 一 般 】
（身体障害者対象）

身体障害者手帳の交付を受けている人
昭和55年４月２日以降生まれた人

保 育 士 職
保育士資格を有する人（取得見込み含む）
大学卒⇒昭和61年4月2日以降生まれた人
短大・高校卒⇒昭和63年4月2日以降生まれた人

保 健 師 職 保健師資格を有する人
昭和58年4月2日以降生まれた人

そ の 他

・詳細は受験案内をご覧ください。
・受験案内は、7月１日㈪から本庁舎（総合案内）

および分庁舎（総務課）で配布します｡ なお、ホー
ムページからもダウンロードすることができます。

申込み･問合せ▶総務課人事・研修グループ

｢埼玉県市町村職員採用合同説明会｣
　市町村ごとに設置するブースでは、市町村の特色や職員の募集状
況、勤務条件などについて、直接人事担当者に話を聞くことができ
ます。
　本市もブースを設置しますので、お気軽にお立ち寄りください。
　と　き▶７月17日㈬午後1時～6時（入場は午後5時まで）
　ところ▶さいたまスーパーアリーナ
　詳しくは至彩の国さいたま人づくり広域連合☎664－6681

所得制限未満 所得制限以上

3歳未満 15,000円

5,000円
3歳～
　小学生

第1･2子 10,000円

第3子以降 15,000円

中学生 10,000円

◇手当の額

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年

６
月
に
﹁
現
況
届
﹂
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、

６
月
分
以
降
の
支
給
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。
対
象
と
な
る
人
に
は
、
す
で
に

書
類
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
現
況
届

け
の
提
出
を
し
て
い
な
い
人
は
、
至
急
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

扶養親族等の数
（税の申告上の扶養人数） 所得制限限度額(万円) 収入額の目安(万円)

0人 622.0 833.3
1人 660.0 875.6
2人 698.0 917.8
3人 736.0 960.0
4人 774.0 1002.1
5人 812.0 1042.1

◇所得制限について
　生計中心者の所得が所得制限限度額以上の場合、手当の額は児童の年
齢等に関わらず、児童一人当たり月額5,000円となります。
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健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘
れ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、﹁
老
齢
基
礎
年
金
﹂、﹁
障

害
基
礎
年
金
﹂、﹁
遺
族
基
礎
年
金
﹂
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
保

険
料
は
忘
れ
ず
に
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難

な
場
合
に
は
保
険
料
免
除
制
度
や
保
険
料

納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

﹇
申
請
免
除
﹈

経
済
的
な
理
由
や
災
害
な
ど
に
よ
り
、
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は
、

申
請
に
よ
り
、
保
険
料
の
全
額
、
も
し
く
は
、

　

介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
（
年
金
天
引

き
）
に
つ
い
て
、
収
入
の
変
動
や
介
護
保

険
料
の
改
正
が
あ
る
と
、
仮
徴
収
額
と
本

徴
収
額
に
大
き
な
差
が
生
じ
て
し
ま
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
、
市
で
は
昨
年

に
引
き
続
き
、
仮
徴
収
額
と
本
徴
収
額
で

金
額
に
大
き
な
差
が
生
じ
る
人
に
つ
い
て
、

８
月
の
仮
徴
収
額
を
変
更
し
、
天
引
き
さ

れ
る
額
が
年
間
を
通
じ
て
均
等
な
額
と
な

る
よ
う
調
整
を
し
ま
す
。

﹁
仮
徴
収
﹂
と
﹁
本
徴
収
﹂
と
は
？

　
﹁
仮
徴
収
﹂
︙
前
年
の
所
得
が
確
定
し
て

い
な
い
た
め
、
前
年
度
の
保
険
料
額
を
も

と
に
算
出
さ
れ
た
額
を
仮
に
徴
収
し
ま
す

（
通
常
２
月
の
特
別
徴
収
額
と
同
額
）︻
４
月
、

６
月
、
８
月
︼

　
﹁
本
徴
収
﹂
︙
決
定
し
た
年
間
保
険
料
額

か
ら
、
仮
徴
収
額
を
差
し
引
い
た
残
り
の

金
額
を
３
回
に
分
け
て
徴
収
し
ま
す
。︻
10

月
、
12
月
、
翌
２
月
︼

　
﹁
平
準
化
﹂
︙
１
年
間
を
通
じ
て
保
険
料

天
引
き
額
が
均
等
に
な
る
よ
う
に
、
仮
徴

収
の
金
額
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

　

仮
徴
収
と
本
徴
収
で
金
額
の
差
が
小
さ

い
人
に
つ
い
て
は
、
平
準
化
を
行
い
ま
せ
ん
。

　

介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
は
前
年
の

所
得
、
住
民
税
の
課
税
が
確
定
後
、
７
月

に
通
知
し
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
﹁
特
別
徴
収
平
準
化
﹂

に
つ
い
て
～
年
間
を
通
じ
て
均
等
な

額
と
な
る
よ
う
に
～

・
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。
た
だ
し
全
額

免
除
が
該
当
す
る
場
合
は
希
望
に
よ
り
翌

年
手
続
き
を
し
な
く
て
も
継
続
し
て
申
請

で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

﹇
法
定
免
除
﹈

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
と
き
に
届

け
出
れ
ば
そ
の
間
の
保
険
料
は
全
額
免
除

さ
れ
ま
す
。

①
障
害
年
金
（
１
級
・
２
級
）
を
受
け
て

い
る
と
き

②
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け

て
い
る
と
き

﹇
学
生
納
付
特
例
制
度
﹈

　

20
歳
以
上
の
学
生
で
、
本
人
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

﹇
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
﹈

　

30
歳
未
満
の
人
（
学
生
を
除
く
）
で
、

本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
希
望
に
よ
り
翌
年

手
続
き
を
し
な
く
て
も
継
続
し
て
申
請
で

き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

問
合
せ
詩
保
険
年
金
課

国
民
年
金
に
は
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

免 除 承 認 期 間

承認期間 申請期限

平成24年７月から平成25年６月まで
[平成23年分所得で審査] 

平成25年７月
まで

平成25年７月から平成26年６月まで
[平成24年分所得で審査] 

平成26年７月
まで

一
部
が
免
除
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

・
免
除
の
対
象
に

な
る
か
ど
う
か
は
、

本
人
・
配
偶
者
・

世
帯
主
の
前
年
の

所
得
が
そ
れ
ぞ
れ

免
除
基
準
以
下
で

あ
る
こ
と
が
条
件

と
な
り
ま
す
。

・
天
災
や
失
業
な

ど
の
理
由
に
よ
る

申
請
も
で
き
ま
す
。

　

そ
の
際
は
、
公
的
機
関
で
発
行
す
る
証

明
書
な
ど
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

仮徴収 本徴収

納付月 ４月 ６月 ８月 １０月 １２月 ２月
保険料 4,500 4,500 10,800 10,920 10,800 10,800

仮徴収 本徴収

納付月 ４月 ６月 ８月 １０月 １２月 ２月
保険料 10,800 10,800 7,600 7,920 7,600 7,600

仮徴収 本徴収

納付月 ４月 ６月 ８月 １０月 １２月 ２月
保険料 7,600 7,600 9,200 9,520 9,200 9,200

仮徴収 本徴収

納付月 ４月 ６月 ８月 １０月 １２月 ２月
保険料 10,800 10,800 10,800 6,720 6,600 6,600

仮徴収 本徴収

納付月 ４月 ６月 ８月 １０月 １２月 ２月
保険料 6,600 6,600 6,600 10,920 10,800 10,800

【平成24年度】

 
【平成26年度】

 
【平成26年度】

 
【平成25年度】

 
【平成25年度】

 ◎参考例　
  所得段階：６段階の場合（年間保険料　52,320円） 

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
加
入
者

一
人
ひ
と
り
が
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
保
険
料
は
、
４
月
１
日
か
ら
翌
年
の

３
月
31
日
ま
で
の
１
年
分
の
保
険
料
を
、

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
ま
た
は
普
通

徴
収
の
２
種
類
の
納
付
方
法
に
よ
り
納
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
特
別
徴
収
の
人
に

は
、﹁
保
険
料
額
決
定
通
知
書
﹂、
普
通
徴

収
の
人
に
は
、﹁
納
入
通
知
書
﹂
を
７
月

上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　
︻
納
付
方
法
︼

①
特
別
徴
収
﹇
全
６
回
﹈

︵
年
金
か
ら
差
し
引
く
方
法
に
よ
る
納
付
︶

　

４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
３
期
分
は
、
２

月
に
徴
収
し
た
額
と
同
額
の
保
険
料
を
徴

収
し
ま
す
（
仮
徴
収
）。
10
月
か
ら
２
月

ま
で
の
３
期
分
は
、
今
年
度
の
保
険
料
が

６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
確
定
し
ま
す

の
で
、
確
定
額
か
ら
仮
徴
収
額
を
差
し
引

　

８
月
１
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
の
保

険
証
が
更
新
さ
れ
ま
す
。
新
し
い
保
険
証

は
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
７
月
末
日
ま
で
に
、
保
険
証
が

届
か
な
い
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

い
た
額
を
３
期
に
分
け
て
徴
収
し
ま
す
。

　
﹇
対
象
者
﹈

・
年
金
額
が
年
18
万
円
以
上
の
人
（
介
護

保
険
料
と
の
合
計
額
が
年
金
の
２
分
の
１

を
超
え
る
場
合
は
除
く
。）

※
次
の
場
合
は
、
特
別
徴
収
が
中
止
さ
れ

普
通
徴
収
に
な
り
ま
す
。

・
死
亡
な
ど
に
よ
り
被
保
険
者
が
資
格
を

喪
失
し
た
場
合

・
被
保
険
者
が
転
出
さ
れ
た
場
合

・
所
得
更
正
な
ど
に
よ
り
保
険
料
額
が
変

更
に
な
っ
た
場
合

②
普
通
徴
収
﹇
全
８
回
﹈

︵
口
座
お
よ
び
納
付
書
に
よ
る
方
法
で
の
納
付
︶

　

７
月
上
旬
に
郵
送
す
る
﹁
納
入
通
知
書
﹂

で
、
金
融
機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
納
付
は
、
便
利
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
前
年
度

に
口
座
振
替
を
申
し
込
ま
れ
た
人
は
口
座

よ
り
引
き
落
と
し
ま
す
。
ま
た
、
口
座
振
替

は
申
し
込
み
月
の
翌
月
か
ら
開
始
と
な
り

ま
す
の
で
、
申
し
込
み
月
の
納
期
の
保
険
料

は
納
付
書
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。）

　
﹇
対
象
者
﹈

・
特
別
徴
収
で
な
い
人

・
年
度
途
中
で
年
齢
到
達
や
転
入
な
ど
に

よ
り
資
格
取
得
し
た
人

・
年
度
途
中
で
死
亡
や
転
出
な
ど
に
よ
り

資
格
喪
失
さ
れ
た
人

③
普
通
徴
収
↓
特
別
徴
収
﹇
全
６
回
﹈

︵
口
座
お
よ
び
納
付
書
で
の
納
付
か
ら
年

金
か
ら
差
し
引
く
方
法
に
変
わ
る
場
合
︶

　

７
月
か
ら
９
月
ま
で
の
３
期
分
は
普
通

徴
収
で
、
10
月
か
ら
２
月
ま
で
の
３
期
分

は
特
別
徴
収
し
ま
す
。

　
﹇
対
象
者
﹈

・
平
成
24
年
10
月
２
日
か
ら
平
成
25
年
４

月
１
日
ま
で
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
に
加

入
し
た
人

・
平
成
24
年
度
特
別
徴
収
の
人
で
、
年
度

途
中
に
保
険
料
額
が
軽
減
な
ど
で
減
額
に

な
り
、
平
成
25
年
２
月
の
年
金
天
引
き
額

が
﹁
０
﹂
と
な
っ
た
人

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人
で
も
、
10
月

以
降
は
特
別
徴
収
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

引
き
続
き
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
﹁
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
﹂

　

社
会
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
の

平
成
25
年
度
分
の
保
険
料
は
、
４
︐
１
８

０
円
で
す
。

　
﹁
年
度
途
中
の
資
格
取
得
・
喪
失
に
係

る
保
険
料
﹂

　

年
齢
到
達
や
他
広
域
連
合
か
ら
の
転
入

な
ど
に
よ
り
資
格
を
取
得
し
た
場
合
は
、

そ
の
月
の
分
か
ら
保
険
料
が
徴
収
さ
れ
ま

す
。
死
亡
な
ど
に
よ
り
資
格
を
喪
失
し
た

場
合
は
、
そ
の
月
分
の
保
険
料
は
徴
収
さ

れ
ま
せ
ん
。

　

保
険
料
額
決
定
通
知
書
ま
た
は
、
保
険

料
納
付
書
が
７
月
下
旬
に
な
っ
て
も
届
か

な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

保
険
証
に
つ
い
て

保
険
料
に
つ
い
て

納付方法 ①特別徴収 ②普通徴収 ③普通徴収→特別徴収
４月 仮徴収第１期
５月
６月 仮徴収第２期
７月 第１期 第１期
８月 仮徴収第３期 第２期 第２期
９月 第３期 第３期
10月 本算定第４期 第４期 本算定第４期
11月 第５期
12月 本算定第５期 第６期 本算定第５期
１月 第７期
２月 本算定第６期 第８期 本算定第６期
３月

平
成
25
年
度
後
期
高
齢
者

　
医
療
保
険
制
度
に
つ
い
て

問
合
せ
詩 

保
険
年
金
課

後
期
高
齢
者
医
療
グ
ル
ー
プ

保険料　＝　均等割額　＋　所得割額
（所得割額＝（総所得金額等＊－基礎控除額33万円）

×８.25％）
＊ 確定申告書Ａの方は⑤、確定申告書Ｂの方は⑨、市民・

県民税申告書の方は⑨の欄の額です。

　 埼 玉 県 の 場 合、 均 等 割 額 は ⇒41,860円、 所 得 割 率
⇒8.25％です。
　平成24年中の所得を基に被保険者個別単位で、均等割額
と所得割率により算定し、賦課します。
　保険料の限度額は年55万円です。

保険料の算出方法

　

問
合
せ
詩
高
齢
介
護
課

 平準化しない場合

 平準化した場合
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柿
は
奈
良
時
代
に
中
国
か
ら
渡
っ
て

来
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
葉
は
カ

フ
ェ
イ
ン
ゼ
ロ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
含
有

量
が
と
て
も
多
く
、
熱
に
も
強
い
と
の

こ
と
で
す
。
今
な
お
、
伝
承
料
理
で
あ

る
柿
の
葉
寿
し
な
ど
、
特
産
弁
当
と
し

て
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
夏
は
冷
た

く
冬
は
暖
か
く
、
就
寝
前
の
水
分
補
給

に
健
康
茶
と
し
て
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

︻
柿
の
葉
茶
の
材
料
︼

柿
の
葉
（
収
穫
時
期
は
７
月
か
ら
８
月
。

枯
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
秋
の
葉
で
も
大

丈
夫
。）

︻
作
り
方
︼

①
葉
っ
ぱ
を
水
洗
い
し
て
ざ
る
に
入
れ
、

表
裏
が
良
く
乾
く
よ
う
に
、
２
︐
３
日

陰
干
し
す
る
。

②
よ
く
乾
燥
し
た
後
は
主
脈
を
切
っ
て

細
か
く
刻
む
。

③
蒸
し
器
の
中
に
蒸
し
布
を
敷
き
、
柿

の
葉
を
包
ん
で
蓋
を
し
、
１
分
半
蒸
す
。

④
ざ
る
に
移
し
、
う
ち
わ
で
扇
ぎ
、
葉

『
柿
の
葉
茶
』

に
た
ま
っ
た
水
を
飛
ば
し
陰
干
し
で
乾

か
す
。

︻
電
子
レ
ン
ジ
を
使
う
場
合
︼

①
良
く
洗
い
、
乾
い
た
柿
の
葉
を
少
し

ず
つ
耐
熱
の
ボ
ー
ル
に
並
べ
て
レ
ン
ジ

に
入
れ
、
ぱ
り
ぱ
り
に
な
る
ま
で
水
分

を
取
り
除
く
。

②
冷
ま
し
て
か
ら
み
じ
ん
に
な
る
ま
で

手
で
も
め
ば
で
き
あ
が
り
。

　

湿
気
を
防
ぐ
た
め
乾
燥
剤
と
一
緒
に

容
器
保
存
す
る
と
長
期
間
お
い
し
く
い

た
だ
け
ま
す
。

︻
飲
み
方
︼

①
ポ
ッ
ト
に
水
と
﹁
自
家
製
柿
の
葉

茶
﹂
を
入
れ
、
沸
騰
さ
せ
ま
す
。

②
茶
こ
し
を
使
い
な
が
ら
、
器
に
茶
を

注
ぎ
ま
す
。
テ
ィ
ー
パ
ッ
ク
を
利
用
す

る
と
さ
ら
に
便
利
で
す
。

③
少
し
の
茶
葉
で
も
し
っ
か
り
と
茶
葉

の
成
分
が
出
る
の
で
、
好
み
に
合
わ
せ

て
量
を
加
減
し
て
く
だ
さ
い
。

　

柿
の
葉
茶
は
高
血
圧
や
美
容
に
も
効

果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
度
、

﹁
自
家
製
柿
の
葉
茶
﹂
を
試
飲
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
参
考
文
献
：
﹁
自
分
で
つ
く
ろ
う
健
康
茶︲

季
節
に
合
わ
せ
た
採
取
法
・
利
用
法
﹂
著
▼

大
海
淳　

農
山
漁
村
文
化
協
会

︻
桶
川
市
く
ら
し
の
会
︼

　

●
高
齢
受
給
者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す
︒

　

８
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
高
齢
受

給
者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す
。
新
し
い
受
給

者
証
は
、
７
月
末
に
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
（
１

割
ま
た
は
３
割
）
は
前
年
中
の
所
得
お
よ

び
収
入
で
判
定
し
て
い
ま
す
。

　

●﹁
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
﹂
に
つ
い
て

　

８
月
１
日
か
ら
、﹁
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
﹂
が
切
り
替
わ
り

ま
す
。
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
が
認
定

証
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
入
院
時
の

食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

８
月
１
日
以
降
、
認
定
証
が
必
要
な
人

は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
保
険

税
を
滞
納
し
て
い
る
と
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

　

手
続
き
に
必
要
な
も
の
▼
①
国
民
健
康

被
保
険
証
②
高
齢
受
給
者
証
③
印
鑑

　

●
限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど
に
つ
い
て

　

８
月
１
日
か
ら
、﹁
限
度
額
適
用
認
定

証
﹂・﹁
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
﹂・
﹁
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
﹂

が
切
り
替
わ
り
ま
す
。
認
定
証
の
提
示
に

よ
り
、
入
院
時
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
の
窓
口
負
担
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
つ
い
て
は
入

院
時
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

８
月
１
日
以
降
、
認
定
証
が
必
要
な
人

は
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
と
交

付
で
き
ま
せ
ん
。

　

手
続
き
に
必
要
な
も
の
▼
①
国
民
健
康

被
保
険
証
②
印
鑑

※
な
お
、
外
来
診
療
で
も
﹁
限
度
額
適
用

認
定
証
﹂
な
ど
を
提
示
す
れ
ば
、
窓
口
で

の
支
払
い
が
、
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と

な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

問
合
せ
詩
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
グ
ル
ー
プ

国民健康保険税Ｑ＆Ａ

Ｑ. 国民健康保険税はいつ支払うのですか？
Ａ. 今年４月から来年３月までの１年分の保険税を、
今年７月から来年２月までの８回に分けて納付し
ていただきます。（月額とは異なります。）納期限
はそれぞれの月末（土・日・祝日の場合は翌開庁
日）です。また、加入者全員が65歳以上の世帯に
つきましては、原則として年金から天引きとなり
ます。その場合は、年金支給月（４月・６月・８月・
10月・12月・２月）の６回に分けて、納付して
いただきます。年度の途中で加入・脱退している
場合は、納付回数が少なくなる場合があります。

Ｑ. 国民健康保険税はどのように計算しているの
ですか？

Ａ. 平成25年度国民健康保険税は、６月16日までに
国民健康保険グループで確認できた加入者人数・
加入者の前年中の所得・加入者の固定資産税額を
もとに計算されます。６月16日以降に加入・脱退
の届出があった場合や、前年中の所得・固定資産
税額について変更などが確認できたときは、保険
税を再計算し、新しい納税通知書を送付します。
また、年度の途中で加入・脱退している場合、税
額は月割計算されます。
　 　年度途中で40歳になる人には、40歳到達月分か
ら「介護分保険税」が上乗せされますので、到達
月の翌月に新しい納税通知書を送付します。また、
年度途中で65歳になる人については、65歳到達月
の前月分までを月割計算した税額で納税通知書を
送付します。

Ｑ. 私は国民健康保険に加入していないのに、私
あてに納税通知書が届きました。なぜですか？

Ａ. 国民健康保険税は世帯ごとに計算し、その世帯主
が納税義務者になります。このため世帯主本人は
職場の健康保険に加入している場合でも、世帯内
に国民健康保険に加入している人がいれば、世帯
主宛に納税通知書が郵送されます。（国民健康保
険税は加入者分のみ計算されます。）

Ｑ. 国民健康保険税は、現在年金から特別徴収（天
引き）されていますが、今回の通知書の税額
はどのように計算しているのですか？

Ａ. 今回の通知書の税額は、平成25年度国民健康保険
税の年税額から平成25年3月に通知した税額（4
月・6月・8月天引き分）との差額です。国民健康
保険税が年金から特別徴収されている人について
は、10月・12月・2月の年金受取時に、天引きさ
れる国民健康保険税の税額をお知らせします。

﹁
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
₇₀
歳
以
上
₇₅
歳
未
満
の
人
﹂

　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
加
入
し
て
い

る
皆
さ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
て
も
安
心

し
て
医
療
機
関
に
か
か
れ
る
よ
う
、
お
互

い
に
助
け
合
う
制
度
で
す
。
運
営
は
、
特

別
会
計
と
し
て
、
国
な
ど
の
補
助
金
と
国

保
加
入
世
帯
の
人
数
・
所
得
・
資
産
に
応

じ
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
負
担
し
て
い
た

だ
く
国
民
健
康
保
険
税
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
世
帯
ご
と
に
計

算
し
、
そ
の
世
帯
主
が
納
税
義
務
者
と
な

り
ま
す
。
７
月
上
旬
に
平
成
25
年
度
の
国

民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
を
世
帯
主
あ

て
に
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
納
付
に
つ
い

て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

納
税
通
知
書
送
付
後
、
あ
て
所
不
明
な

ど
に
よ
り
、
配
達
で
き
ず
返
送
さ
れ
て
く

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
７
月
16
日
㈫
を
過

ぎ
て
も
国
保
税
の
納
税
通
知
書
が
届
か
な

い
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
グ
ル
ー
プ
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
詩
保
険
年
金
課

国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
を

７
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

日
頃
か
ら
健
康
づ
く
り
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

H 19年度 H 20年度 H 21年度 H 22年度 H 23年度

金
額
（
単
位
：
百
万
円
）

年度別医療費の推移○
年
１
回
は
特
定
健
診
を
受
け
、

早
め
に
異
常
を
見
つ
け
、
病
気
の

予
防
、
重
症
化
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
休
日
や
夜
間
な
ど
の
時
間
外
受

診
は
、
割
増
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

軽
症
の
場
合
は
安
易
に
受
診
し
な

い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
同
じ
病
気
や
ケ
ガ
で
複
数
の
医

療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

○
か
か
り
つ
け
以
外
の
医
療
機
関

で
受
診
す
る
場
合
は
、
飲
ん
で
い

る
薬
を
伝
え
て
、
薬
を
も
ら
い
過

ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

﹁
₇₀
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
﹂
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本
来
の
目
的
が
水
の
販
売
で
あ
る
の
に
、

そ
の
こ
と
を
隠
し
、
場
所
を
借
り
て
消
費

者
に
く
じ
を
引
か
せ
て
契
約
を
迫
る
商
法

で
す
。﹁
当
た
り
ま
し
た
。
ウ
ォ
ー
タ
ー

サ
ー
バ
ー
の
レ
ン
タ
ル
料
は
無
料
で
す
﹂

な
ど
と
言
葉
巧
み
に
誘
い
、
水
の
宅
配
の

契
約
な
ど
を
さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。

　

商
品
や
代
金
の
説
明
が
不
十
分
・
不
正

確
な
ケ
ー
ス
が
多
く
、﹁
思
っ
た
よ
り
も

た
く
さ
ん
の
水
が
届
い
て
困
る
﹂、﹁
高
額

な
解
約
料
を
請
求
さ
れ
た
﹂、﹁
実
際
に
支

払
う
金
額
が
説
明
と
違
う
﹂
な
ど
と
い
っ

た
ト
ラ
ブ
ル
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

︻
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
︼

①
﹁
く
じ
引
き
の
当
た
り
﹂
は
あ
ら
か
じ

め
仕
組
ま
れ
た
も
の
で
、
本
当
の
狙
い
は

商
品
の
販
売
で
す
。
甘
い
言
葉
に
乗
せ
ら

れ
、
そ
の
場
の
雰
囲
気
に
流
さ
れ
て
契
約

し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

②
契
約
を
検
討
す
る
場
合
は
、
契
約
後
に

必
要
と
な
る
料
金
や
解
約
の
可
否
・
方
法

な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
を
聞
き
、
契

約
書
の
内
容
を
理
解
し
た
上
で
判
断
し
ま

し
ょ
う
。

③
事
例
の
場
合
、
契
約
書
面
を
受
領
し
た

日
か
ら
８
日
を
経
過
す
る
ま
で
の
期
間
で

あ
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
消
費
者
を
脅

し
た
り
、
困
ら
せ
た
り
す
る
勧
誘
方
法
は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
て
、
契
約
の
取
り

消
し
が
で
き
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

く
じ
引
き
を
き
っ
か
け
と
し
た
契
約
で

お
困
り
の
場
合
、
す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

～
く
じ
引
き
で
当
た
っ
た
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
﹁
水
の
販
売
が
狙
い
だ
っ
た
！
﹂～

︻
事
例　
₅₀
歳
代
女
性
の
ケ
ー
ス
︼

　

公
衆
浴
場
に
行
っ
た
時
、
た
ま
た
ま

や
っ
て
い
た
く
じ
引
き
で
ウ
ォ
ー
タ
ー

サ
ー
バ
ー
が
当
た
っ
た
。
レ
ン
タ
ル
料
は

無
料
だ
と
い
う
。
断
っ
た
が
、「
当
た
っ

た
以
上
は
契
約
し
て
く
れ
な
い
と
困
る
」

と
言
わ
れ
、
仕
方
な
く
契
約
し
た
。
水
は

月
々
２
千
円
程
度
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

数
日
後
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
と
水

が
届
き
、
水
の
代
金
と
し
て
５
千
円
を
請

求
さ
れ
た
。
話
が
違
っ
た
の
で
解
約
し
た

い
と
業
者
に
連
絡
す
る
と
、
今
度
は
解
約

料
と
し
て
１
万
円
を
請
求
さ
れ
た
。

桶
川
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

相
談
日
時
▼
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜

日（
祝
日
を
除
く
）午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

※
相
談
の
際
に
は
、
契
約
書
や
経
緯
を

ま
と
め
た
資
料
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

○
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
防
除
を

　

病
害
虫
や
被
害
発
生
の
早
期
発
見
に
努

め
、
発
生
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
防
除
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
病
害
虫
が
発
生
し
て
い

な
い
の
に
、
定
期
的
に
農
薬
を
散
布
す
る

の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
農
薬
を
使
用
し
な
い
方
法
を

　

害
虫
を
捕
殺
す
る
、
被
害
を
受
け
た
枝

や
葉
を
切
り
取
る
、
虫
が
寄
り
付
か
な
い

よ
う
に
網
を
か
け
る
な
ど
、
農
薬
を
使
わ

な
く
て
も
で
き
る
防
除
を
優
先
し
て
行
い

ま
し
ょ
う
。

○
や
む
を
得
ず
農
薬
を
使
用
す
る
と
き
は

　

農
薬
の
ラ
ベ
ル
や
袋
に
表
示
さ
れ
て
い

る
使
用
基
準
や
使
用
上
の
注
意
事
項
を
必

ず
確
認
し
て
か
ら
使
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

誤
飲
な
ど
の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
小

分
け
は
絶
対
に
行
わ
ず
、
か
ぎ
を
か
け
て

安
全
に
保
管
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

○
農
薬
散
布
は
最
大
限
の
配
慮
と
細
心
の

注
意
を

　

農
薬
の
散
布
区
域
は
最
小
限
の
範
囲
に

留
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
無
風
か
風
が
弱

い
時
、
早
朝
に
行
う
な
ど
、
天
候
や
時
間

帯
を
選
ん
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
事
前
に
十
分
周
知
を

　

農
薬
を
散
布
す
る
と
き
は
、
散
布
日
時

や
使
用
す
る
農
薬
な
ど
を
、
あ
ら
か
じ
め
、

周
囲
に
住
ん
で
い
る
人
や
近
く
を
通
行
す

農
薬
は
適
正
に
使
用
し
︑
事
故
を

防
止
し
ま
し
ょ
う

る
人
に
看
板
な
ど
で
十
分
伝
え
ま
し
ょ
う
。

近
隣
に
学
校
や
通
学
路
が
あ
る
場
合
は
、

学
校
や
保
護
者
に
も
周
知
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
散
布
中
や
散
布
後
も
看
板
や
コ
ー

ン
を
配
置
し
て
、
散
布
区
域
に
関
係
者
以

外
の
人
が
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
詩
農
政
課
ま
た
は
環
境
課

　

第
１
次
試
験
日
▼
９
月
29
日
㈰

　

申
込
み
期
間
▼
８
月
19
日
㈪
～
30
日
㈮

原
則
、
電
子
申
請
の
み

　

募
集
職
種
・
人
数
▼
①
一
般
行
政
３
人
、

設
備
２
人
、
総
合
土
木
６
人
②
一
般
行
政

２
人

　

受
験
資
格
▼
①
昭
和
29
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
ア
大
学
卒
業
後
、
民
間
企
業

な
ど
に
お
け
る
職
務
経
験
を
５
年
以
上
有

す
る
人
イ
短
期
大
学
ま
た
は
専
修
学
校
を

卒
業
後
、
民
間
企
業
な
ど
に
お
け
る
職
務

経
験
を
７
年
以
上
有
す
る
人
ウ
民
間
企
業

な
ど
に
お
け
る
職
務
経
験
を
９
年
以
上
有

す
る
人

②
昭
和
58
年
４
月
２
日
～
平
成
４
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
人
、（
求
め
る
受
験
者
）

海
外
留
学
経
験
者
、
国
際
貢
献
活
動
経
験

者
な
ど

　

そ
の
他
▼
受
験
案
内
は
、
７
月
１
日
㈪

よ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

冊
子
配
布
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

問
合
せ
詩
埼
玉
県
人
事
委
員
会
事
務
局

☎
822
―
８
１
８
１

埼
玉
県
経
験
者
職
員
採
用
試
験
︵
①
民

間
企
業
等
職
務
経
験
者
区
分
／
②
海
外

活
動
等
経
験
者
区
分
︶
に
つ
い
て

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火

　

夏
季
を
向
え
る
こ
の
季
節
、
花
火
を
す

る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
特
に
花
火
遊

び
を
す
る
時
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

・
燃
え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場
所
で
は
、

花
火
遊
び
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
風
の
強
い
日
は
、
花
火
遊
び
は
避
け
ま

し
ょ
う
。

・
花
火
遊
び
を
す
る
時
は
、
必
ず
水
を
用

意
し
ま
し
ょ
う
。

・
ラ
イ
タ
ー
な
ど
の
火
器
の
使
用
は
、
大

人
が
一
緒
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
詩
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部

予
防
課
☎
048
―
597
―
２
０
０
４

︻
教
育
相
談
会
︼

　

見
え
な
い
・
見
え
に
く
い
こ
と
に
関
す

る
相
談

　

と
き
▼
８
月
24
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

午
後
13
時
30
分
～
15
時
30
分

募集種目 受付期間 応募資格 試験予定日

航空学生 8月1日㈭～
9月6日㈮必着

日本国籍を有するもの
高卒（見込含）
18歳以上21歳未満

★１次試験　
9月21日㈯
2次、3次試験有り

自衛官
候補生

男子 年間を通じて受付中 日本国籍を有するもの

18歳以上27歳未満

受付時にお知らせし
ます

女子 8月1日㈭～
9月6日㈮必着

9月22日㈰～26日㈭  
指定された１日

☆自衛官募集☆

　

と
こ
ろ
▼
越
谷
市
教
育
セ
ン
タ
ー
（
越

谷
市
増
林
３
︱
４
︱
１
）
さ
い
た
ま
市
特

別
支
援
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り
窓

口
（
さ
い
た
ま
市
中
央
区
下
落
合
６
︱
10

︱
３
）

　

申
込
み
▼
８
月
７
日
㈬
ま
で

︻
学
校
公
開
︼

　

と
き
▼
９
月
13
日
㈮
午
前
９
時
10
分
～

午
後
０
時
30
分

　

と
こ
ろ
▼
特
別
支
援
学
校
塙
保
己
一
学

園
（
川
越
市
笠
幡
85
︱
１
）

　

申
込
み
▼
９
月
６
日
㈮
ま
で

　

問
合
せ
詩
県
立
特
別
支
援
学
校
塙
保
己

一
学
園
☎
049
―
231
―
２
１
２
１

特
別
支
援
学
校
塙
保
己
一
学
園
教
育

相
談
会
お
よ
び
学
校
公
開

　と　き▶７月26日㈮午後１時～４時
　ところ▶大宮ソニックシティビル４階市民ホール
　対　象▶平成26年３月に大学・短大・専門学校卒業
見込みの人、１～３年以内の既卒者
　その他▶予約不要、入退場自由、履歴書複数持参、「参
加企業一覧」を来場者全員に配布します。参加企業名は
協議会ホームページに掲載　
　詳しくは至埼玉県雇用対策協議会☎647－４１８５

求人企業合同面接会
～採用担当者と直接話してみましょう～

＊年齢は平成26年４月１日現在　＊ホームページからも内容の確認および資料請求などできます。
問合せ 至 自衛隊さいたま地域事務所（☎048－651－2420）

埼玉国際ジュニアサッカー大会2013開催
　12歳以下で構成する国内外の24チームによるサッカーの国際大会を開催します。
　７月28日㈰の埼玉スタジアム2002では、決勝戦のほか、各種イベントやお楽しみ抽選会などもあります
ので、ぜひご家族でお出かけください。（入場無料）
　予選リーグ　７月26日㈮浦和駒場スタジアム、さいたま市八王子スポーツ施設
　順位決定トーナメント　７月27日㈯埼玉スタジアム2002、さいたま市八王子スポーツ施設
　　　　　　　　　　　　７月28日㈰埼玉スタジアム2002　※決勝戦はメインピッチ
詳細は、大会ホームページをご覧ください。
　問合せ至県県民生活部青少年課☎830－５８５８
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い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

川
島
ひ
ば
り
が
丘
特
別
支
援
学
校
へ
通

う
子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と

の
交
流
を
深
め
る
た
め
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
を
開
催
し
ま
す
。

　

内
容
▼
コ
ン
サ
ー
ト
、
ゲ
ー
ム
、
物
品

販
売
な
ど

　

と
き
▼
７
月
27
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

　

と
こ
ろ
▼
川
島
ひ
ば
り
が
丘
特
別
支
援

学
校
（
川
島
町
大
字
伊
草
780
）

　

費
用
▼
無
料

　

問
合
せ
▼
県
立
川
島
ひ
ば
り
が
丘
特
別

支
援
学
校
☎
049
―
297
―
７
７
５
３

川
島
ひ
ば
り
が
丘
特
別
支
援
学
校
　

第
14
回
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し

ま
す
。

埼玉県央広域事務組合からのお知らせ

消 防 職 員 の 募 集

　職種・採用予定人員▶消防職・12人程度（救
急救命士および救急救命士国家試験受験資格者
含む）
　応募資格▶日本国籍を有する、次の期間に生
まれた人

　初級（平成4年4月2日～平成8年4月1日）
　中級（平成2年4月2日～平成6年4月1日）
　上級（昭和63年4月2日～平成４年4月1日）

　試験区分▶初級（高卒程度）・中級（短大卒
程度）・上級（大卒程度）
　試験日▶第1次試験

　初級、中級　９月22日㈰
　上級　　　　10月20日㈰

　応募期間・募集方法▶8月12日㈪～16日㈮に
消防本部消防総務課に本人が持参。
受験案内は７月８日㈪から桶川消防署のほか、
消防本部、北本、鴻巣消防署で配布、または、
ホームページからダウンロードできます。
　詳しくは至埼玉県央広域消防本部消防総務課
☎048-597-2002

7 月 ●桶川市役所／緯７８６－３２１１　姉７８６－９８６６
●教育委員会／緯７２８－４１１１　姉７２８－７３５３　　●社会福祉協議会／緯７２８－２２２１　姉７２８－２３１３

相　　　　談 相談員 相　　談　　内　　容 と　　　き と　こ　ろ 問 合 せ
法律相談（予約制） 弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚・相続などの法

律全般についての相談
５日㈮・９日㈫・１７日㈬・２５日㈭・２９日㈪・８月２日
㈮・６日㈫・１４日㈬・２２日㈭・　１４：00～１７：00 市役所相談室

秘書広報課

日曜法律相談（予約制） 弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚・相続などの法
律全般についての相談

２１日㈰・８月１８日㈰
１0：00～１２：00 市役所相談室

司法書士法律相談（予約制） 司法書士 相続、遺言、名義変更、会社設立登記、成
年後見、少額民事訴訟（債務整理）等の相談

１１日㈭　＊次回は８月８日㈭
１３：00～１６：00 市役所相談室

事業とくらしの相談 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容証
明、会社設立などの手続きの相談

１日㈪　＊次回は８月１日㈭
１３：00～１６：00 市役所相談室

税 務 相 談 税 理 士 相続税や贈与税、その他税金についての相談 ２４日㈬
１３：00～１６：00 市役所相談室

住 宅 相 談 建設団体
の相談員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震な
どの相談

２0日㈯
９：00～１２：00

市役所第2会議室
電話可　緯７８６-３２１１

マンション管理相談 マンショ
ン管理士

マンション管理組合の関することや近隣問
題についての相談

２４日㈬
１0：00～１２：00 市役所相談室

行 政 相 談 行政相談
委 員

国や県、公団・公社等への要望や苦情につ
いての相談

５日㈮　＊次回は８月２日㈮
１0：00～１２：00 市役所相談室

多 重 債 務 相 談 市 役 所
職 員

消費者金融等からの借金返済などに困って
いる方の相談 随時 市役所相談室

直通緯７８６-３４５0

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困っている
ことについての相談 随時 市役所相談室 安心安全課

女性相談（予約制） 県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談 １日㈪・２２日㈪　１0：00～１６：00 アソシエ（さくらフレンド内）

人権・男女共同
参画課

人 権 相 談 人権擁護
委 員

悩みごと・相続・離婚問題・子どものいじ
めなどの日常生活でお困りのことの相談

９日㈫
９：00～１２：00 地域福祉活動センター3階

内 職 相 談 市 役 所
職 員 内職に関する相談・案内 毎週水・金曜日（祝日を除く）

１0：00～１５：00
勤労福祉会館
直通緯７７３-１１２１（水・金曜日） 産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相 談 員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全般
についての相談

毎週月・火・木・金曜日（祝日を除く）
１0：00～１５：３0（１２：00～１３：00を除く）

市役所南庁舎2階
電話可　緯７８６-３２１１ 自治文化課

こどもと家庭なんでも相談 専 門
相 談 員

子どもたち自身や親からの、家庭・幼稚
園・学校などでの悩みや子育ての相談

毎週火・木曜日（祝日を除く）
１0：00～１６：00

駅前子育て支援センター
電話可　直通緯７７７-７７0８ こども支援課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程

調整して決定
児童発達支援センター分室
緯７８７-５５６２

児童発達支援セ
ンター分室

教 育 相 談 専 門
相 談 員

子どもの教育やしつけについての悩みごと
の相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
９：00～１７：00

桶川市教育センター
直通緯７８６-３２３７

教育委員会学校
支援課

心 配 ご と 相 談 民生委員 さまざまな心配ごとの相談 毎週土曜日（祝日を除く）
１３：00～１５：00

地域福祉活動センター
直通緯７２８-２３６９

社会福祉協議会
結 婚 相 談 民生委員 結婚を望む方の相談 毎週土曜日（祝日を除く）

１３：00～１５：00 地域福祉活動センター
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